


組入上位10銘柄

Mitsubishi UFJ Financial Group Inc
Mizuho Financial Group Inc
Sumitomo Mitsui Financial Group Inc
CITIGROUP INC
GOLDMAN SACHS GROUP INC.
BANK OF AMERICA CORP.
JPMorgan Chase & Co
MORGAN STANLEY
Wells Fargo & Co
Japan Tobacco Inc
※比率は、純資産総額に対するものです。

≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。
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【今後の見通し】
米国では9月のFOMCで示された利上げ見通しや、景気回復傾向の継続によって、目先は金利上昇圧力が続き

やすいと考えます。一方で、大規模な追加財政政策に後押しされ、企業業績の回復が実現することによる信用
力の高まりが、社債市場にポジティブに働き、社債金利の上昇はある程度抑制されると見込んでいます。
また、長期化する低金利環境を背景に、相対的に高い利回りを求める投資家からの需要なども市場を下支え

すると見込んでおり、米ドル建て社債市場は引き続き底堅く推移すると考えています。

【投資環境】
スプレッド（国債に対する上乗せ金利）は縮小
米国債券市場では、国債金利は上昇しました。中国恒大集団のデフォルト（債務不履行）懸念が一服したこ

とに加えて、FRB（米国連邦準備制度理事会）の金融引き締め観測が金利上昇要因となりました。9月のFOMC
（米国連邦公開市場委員会）では、事前の市場予想通りに量的金融緩和の縮小を11月のFOMCで決定することを
示唆した一方、2024年までの利上げ見通しは市場の織り込みを上回りました。
こうした環境下、米ドル建て社債については、長期金利の上昇を受けて社債金利も上昇しました。一方で企

業業績の回復や利回り需要などを背景に、社債金利の上昇幅は国債金利よりも抑えられ、スプレッドは縮小し
た銘柄が多く見られました。
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